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専攻科のアドミッション・ポリシー 
 木更津工業高等専門学校専攻科では，次のような資質や意欲を持った人を求
めています。 
 
1. 専門とする技術分野の基礎学力と工学的素養を備えている人 
 
2. これまで修得した専門分野以外の幅広い工学分野への興味（好奇心）を持

っている人 
 
3. 将来，より高度な技術課題に取り組むことのできる基礎能力を身に付けた

い人 
 
4. 技術者として社会的責任を自覚し，他者と共同して社会に貢献する意欲を

持った人 
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平成27年度専攻科入学者募集要項 
 
1．募集人員 

機械・電子システム工学専攻  8名  
制御・情報システム工学専攻  8名  
環境建設工学専攻    4名  

 
2．入学者の選抜方法 

区 分
選 抜 方 法 ・ 日 程

推 薦 選 抜 学 力 選 抜 社会人特別選抜

募集受付期間 
平成26年 5月 

7日(水) ～ 8日(木) 
平成26年 6月 

 4日(水)～ 5日(木) 
平成26年11月 

 4日(火)～ 5日(水) 

選 抜 期 日 平成26年 5月17日(土) 平成26年 6月21日(土) 平成26年11月15日(土) 

合 格 発 表 平成26年 5月21日(水) 平成26年 6月25日(水) 平成26年11月19日(水) 

確約書提出日 平成26年 5月28日(水) 平成26年 7月 2日(水) 平成26年12月 3日(水) 

 
  
 
3.「生産システム工学」教育プログラム 
 本専攻の授業は，JABEE（日本技術者教育認定機構）の認定を受けた「生産システム工学」教育
プログラム(p.16参照)に基づいて行われます。 
 本校出身者以外で入学する者は，「生産システム工学」教育プログラムへの編入学となりますの
で，プログラム修了用件を満たすことが可能かを確認させていただきます。必ず出願期間の 2週間
前までに本校教務係にお問い合わせください。 
 詳細は，以下のウェブサイトをご覧ください。  

「生産システム工学」教育プログラムへの編入学 
 http://www.kisarazu.ac.jp/hyouka/jabee/index.html#admit 
 
4．個人情報について 
 志願者から提出された入学願書や調査書等に記載されている個人情報は，入学者選抜の資料と
して利用するとともに次の目的のためにも利用します。

(1) 入学後の教育・指導 
(2) 入学料，授業料免除申請の審査 
(3) 奨学金申請の審査 
(4) 本校及び国立高等専門学校全体の教育制度・入学者選抜制度の改善のための調査・研究 

 

  



- 2 - 

5．その他 
 募集要項に関して不明な点は下記まで照会してください。 
 

木更津工業高等専門学校 学生課教務係 
 〒292-0041  千葉県木更津市清見台東2-11-1 
 TEL 0438-30-4040 
 FAX 0438-98-5403 
 Email nyushi@a.kisarazu.ac.jp 
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推 薦 選 抜 
1．出願資格 
 平成 27年 3月に高等専門学校を卒業見込みの者で，出身学校長が成績及び人物ともに優れて
いると認め推薦する者 

2．出願手続 
(1) 願書受付 

期間 平成 26年 5月 7日(水)～ 5月 8日(木) 
（郵送の場合は， 5月 8日午後 4時必着とする。） 

時間 午前 9時から午後 5時まで 
場所 木更津工業高等専門学校  学生課教務係 

〒292-0041 千葉県木更津市清見台東 2-11-1 
郵送の場合は必ず書留郵便とし，封筒の表に「専攻科出願書類在中」と朱書
すること。 
郵送の場合は 82円切手を貼付した返信用封筒を同封すること。 

 
(2) 出願に必要な書類 

出 願 書 類 等 摘 要  

入 学 願 書 本校所定の用紙に必要事項を記入すること。 

受 験 票
写 真 票

本校所定の用紙に必要事項を記入し，写真は，正面脱帽上半身・無背景(縦
6㎝ 横4.5㎝）で，出願以前3か月以内に撮影したものを貼付すること。 

調 査 書 本校所定の用紙により，出身学校長が作成し厳封したもの。 

成績・単位修得
証 明 書

出身学校所定の用紙により，出身学校長が作成し厳封したもの。 
修得単位数が明記されているもの（成績の評定基準は調査書に明示するこ
と）。 

推 薦 書 本校所定の用紙により，出身学校長が作成したもの。 

検 定 料 
綴り込みの振込依頼書に氏名及び住所を記入して事前に払い込み，その振込
受付証明書を検定料振込受付証明書貼付用紙に貼付すること。 
検定料：16,500円 

英語の資格に 
関 す る も の 

1. TOEIC の場合は，｢公式認定証(Official Score Certificate)｣を提出すること。
なお，TOEIC  IP の場合，2005年3月31日以前は｢Score Sheet｣，2005年4月1
日以降は｢Score Report｣になるが，いずれの場合も原本を提出すること。 

2. 実用英検で準2級以上合格の場合は，最上位の級の和文または英文の｢合格
証明書｣（注:｢合格証書（賞状）｣ではない）を提出すること。 

3. 実用英検で一次試験のみの合格の場合は，｢二次受験票｣（一次試験の結果
が明示されている）を提出すること。なお，これを紛失等した場合には，
日本英語検定協会に｢一次試験合格証明書｣の発行（発行手数料1,000円程度）
を依頼すること。 
※上記のいずれの場合も，コピーではなく，原本を提出すること。 

そ の 他 
現に，日本国内に在住する外国人は，市区町村長が発行する｢住民票の写し
（国籍，在留資格，在留期間が記載されたもの）｣又は「在留カードの写し」
を提出すること。 
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(3) 出願に関する注意事項 
① 出願書類の不備なものは受け付けない。
② 提出した出願書類に虚偽の記載があった場合は，入学後であっても入学を取り消すことが
ある。

③ 願書提出後の記載事項の変更は認めない。
④ 受理した出願書類及び検定料は，いかなる理由があっても返還しない。

3．選抜の方法 
入学者の選抜は，面接（専門科目に関する口頭試問を含む），出身学校長から提出された調査

書及び英語の資格を総合して行う。

選抜日時 
日 時 試験科目 時 間 場 所 

平成26年 5月17日(土) 面 接 10:00～ 木更津工業高等専門学校 

4．合格発表 
平成 26年 5月 21日(水)  12:00（正午） 
本校に掲示するとともに，合格者には文書で通知する。
（電話等による合否の問い合わせには一切応じない。）

5．入学確約書の提出 
 合格通知を受けた者は，平成 26年 5月 28日(水)までに「入学確約書」を提出すること。 
 入学確約書を提出しなかった者は，本校への入学の意思がないものとして取り扱う。

6．入学手続 
 入学手続きの詳細については合格者に別に通知する。
 所定の日時内に入学手続きを完了しない場合は，入学辞退者として取り扱う。

7．推薦による選抜で合格とならなかった者の取り扱い 
 推薦による選抜の結果，合格とならなかった者で学力による選抜の受験を希望する者は，改め
て次ページの学力選抜の出願手続きを行うこと。ただし，調査書，英語の資格に関するもの，「住
民票の写し（国籍，在留資格，在留期間が記載されたもの）｣又は「在留カードの写し」は再提
出しなくてもよい。
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学 力 選 抜 
1．出願資格 

(1) 高等専門学校を卒業した者又は平成 27年 3月卒業見込みの者 
(2) 短期大学を卒業した者又は平成 27年 3月卒業見込みの者 
(3) 専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第 132条の規定により大学に編入学するこ
とができる者又は平成 27年 3月までに同要件を満たす見込みの者 

(4) 外国において，学校教育における 14年の課程を修了した者又は平成 27年 3月までに同要件を
満たす見込みの者 

(5) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国
の学校教育における 14年の課程を修了した者又は平成 27年 3月までに同要件を満たす見込み
の者 

(6) 我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 14年の
課程を修了したとされるものに限る）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位
置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者又
は平成 27年 3月までに同要件を満たす見込みの者 

(7) その他本校専攻科において，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 
 

2．出願手続 
(1) 願書受付 

期間 前期 平成 26年 6月 4日(水)～ 6月 5日(木) 
（郵送の場合は， 6月 5日午後 4時必着とする。） 

時間 午前 9時から午後 5時まで 
場所 木更津工業高等専門学校 学生課教務係 

 〒292-0041 千葉県木更津市清見台東 2-11-1 
郵送の場合は必ず書留郵便とし，封筒の表に「専攻科出願書類在中」と朱書
すること。 
郵送の場合は 82円切手を貼付した返信用封筒を同封すること。 

 
 
(2) 出願に必要な書類 

出 願 書 類 等 摘 要  

入 学 願 書 本校所定の用紙に必要事項を記入すること。 

受 験 票
写 真 票

本校所定の用紙に必要事項を記入し，写真は，正面脱帽上半身・無背景 
（縦6㎝ 横4.5㎝）で，出願以前3か月以内に撮影したものを貼付すること。 

調 査 書 本校所定の用紙により，出身学校長が作成し厳封したもの。 

成績・単位修得
証 明 書

出身学校所定の用紙により，出身学校長が作成し厳封したもの。 
修得単位数が明記されているもの。（成績の評定基準は調査書に明示する
こと） 

出 願 承 諾 書 本校所定の用紙により，所属長が作成したもの。（企業等に在職したまま入学を希望する者のみ） 

検 定 料 
綴り込みの振込依頼書に氏名及び住所を記入して事前に払い込み，その振込
受付証明書を検定料振込受付証明書貼付用紙に貼付すること。 
検定料：16,500円 
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出 願 書 類 等 摘 要  

英語の資格に 
関 す る も の 

1. TOEIC の場合は，｢公式認定証(Official Score Certificate)｣を提出すること。
なお，TOEIC  IP の場合，2005年3月31日以前は｢Score Sheet｣，2005年4月1
日以降は｢Score Report｣になるが，いずれの場合も原本を提出すること。 

2. 実用英検で準2級以上合格の場合は，最上位の級の和文または英文の｢合格
証明書｣（注:｢合格証書（賞状）｣ではない）を提出すること。 

3. 実用英検で一次試験のみの合格の場合は，｢二次受験票｣（一次試験の結果
が明示されている）を提出すること。なお，これを紛失等した場合には，
日本英語検定協会に｢一次試験合格証明書｣の発行（発行手数料1,000円程度）
を依頼すること。 
※上記のいずれの場合も，コピーではなく，原本を提出すること。 

そ の 他 
現に，日本国内に在住する外国人は，市区町村長が発行する｢住民票の写
し（国籍，在留資格，在留期間が記載されたもの）｣又は「在留カードの
写し｣を提出すること。 

 
(3) 出願に関する注意事項 
① 出願書類の不備なものは受け付けない。
② 提出した出願書類に虚偽の記載があった場合は，入学後であっても入学を取り消すことが
ある。

③ 願書提出後の記載事項の変更は認めない。
④ 受理した出願書類及び検定料は，いかなる理由があっても返還しない。

3．選抜の方法 
入学者の選抜は，学力試験の成績，調査書，英語の資格及び面接の結果を総合して行う。

(1) 選抜日時 
日 時 試験科目 時 間 場 所 

平成26年 6月21日(土) 
数 学(100点)  9:30～10:30 

木更津工業高等専門学校 専門科目(100点) 10:40～12:10 
面 接 13:10～ 

(2) 出題分野（専門科目は 1専攻を選択する） 

試験科目 出題分野 

数 学 微分積分，線形代数 

専
門
科
目

機械・電子システム工学専攻 材料力学，熱・流体力学，電気磁気学，電気回路 から 
2科目選択 

制御・情報システム工学専攻 制御工学，電気基礎（電磁気・電気回路）， 
計算機ハードウェア，計算機ソフトウェアから2科目選択 

環境建設工学専攻 構造力学，水理学，土質力学 

注）英語の資格に関する換算方法は下記のとおりとする。
【換算方法】

(1) TOEIC 及び TOEIC  IPの場合は，200点までは 0点とし，200点を超える得点につ
いて 0.4を乗じ，小数点以下を切り捨てた上で，100点を上限とする換算を行う（300
点で 40点，350点で 60点，400点で 80点，450点以上で 100点となる）。 

(2) 実用英検の場合は，準 2級一次試験合格は 60点，準 2級合格は 80点，2級一次試
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験合格は 90点，2級以上合格は 100点として換算する。 
【注意事項】

(1) TOEIC 及び TOEIC  IPの場合，｢公式認定証等の再発行期間｣は「試験日から 2年
以内」であるので，注意すること。 

(2) 実用英検の場合，｢一次試験合格証明書｣の発行期間は｢試験日から 2年以内｣である
ので注意すること。 

 
4．合格発表 

平成 26年 6月 25日(水)  12:00（正午） 
本校に掲示するとともに，合格者には文書で通知する。
（電話等による合否の問い合わせには一切応じない。）

5．入学確約書の提出 
 合格通知を受けた者は，平成 26年 7月 2日(水)までに「入学確約書」を提出すること。 
入学確約書を提出しなかった者は，本校への入学の意思がないものとして取り扱う。

6．入学手続 
入学手続きの詳細については合格者に別に通知する。
所定の日時内に入学手続きを完了しない場合は，入学辞退者として取り扱う。
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社 会 人 特 別 選 抜 
1．出願資格 
  次の各号のいずれかに該当し，かつ出願時において社会人としての経験が 年以上ある者
(1) 高等専門学校を卒業した者 
(2) 短期大学を卒業した者 
(3) 専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第 132条の規定により大学に編入学するこ
とができる者 

(4) 外国において，学校教育における 14年の課程を修了した者 
(5) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の
学校教育における 14年の課程を修了した者 

(6) 我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 14年の課
程を修了したとされるものに限る）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置
付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

(7) その他本校専攻科において，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

2．出願手続 
(1) 願書受付 
期間 平成 26年 11月 4日(火)～11月 5日(水) 

（郵送の場合は，11月 5日午後 4時必着とする。）
時間 午前 9時から午後 5時まで 
場所 木更津工業高等専門学校 学生課教務係 

 〒292-0041 千葉県木更津市清見台東 2-11-1 
郵送の場合は必ず書留郵便とし，封筒の表に「専攻科出願書類在中」と朱
書すること。 
郵送の場合は 82円切手を貼付した返信用封筒を同封すること。 

 
(2) 出願に必要な書類 

出 願 書 類 等 摘 要  

入 学 願 書 本校所定の用紙に必要事項を記入すること。 

受 験 票
写 真 票

本校所定の用紙に必要事項を記入し，写真は，正面脱帽上半身・無背景 
（縦6㎝ 横4.5㎝）で，出願以前3か月以内に撮影したものを貼付すること。 

調 査 書 本校所定の用紙により，出身学校長が作成し厳封したもの。 

成績・単位修得
証 明 書

出身学校所定の用紙により，出身学校長が作成し厳封したもの。 
修得単位数が明記されているもの。（成績の評定基準は調査書に明示する
こと） 

推 薦 書 又 は
業 績 調 書

本校所定の用紙により，所属長が作成したもの。
社会人としての勤務業績等を600字以内にまとめたものとする。（本人作成：
様式任意）

出 願 承 諾 書 本校所定の用紙により，所属長が作成したものとする。（企業等に在職したまま入学希望する者のみ） 

検 定 料 
綴り込みの振込依頼書に氏名及び住所を記入して事前に払い込み，その振込
受付証明書を検定料振込受付証明書貼付用紙に貼付すること。 
検定料：16,500円 
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出 願 書 類 等 摘 要  

英語の資格に 
関 す る も の 

1. TOEIC の場合は，｢公式認定証(Official Score Certificate)｣を提出すること。
なお，TOEIC  IP の場合，2005年3月31日以前は｢Score Sheet｣，2005年4月1
日以降は｢Score Report｣になるが，いずれの場合も原本を提出すること。 

2. 実用英検で準2級以上合格の場合は，最上位の級の和文または英文の｢合格
証明書｣（注:｢合格証書（賞状）｣ではない）を提出すること。 

3. 実用英検で一次試験のみの合格の場合は，｢二次受験票｣（一次試験の結果
が明示されている）を提出すること。なお，これを紛失等した場合には，
日本英語検定協会に｢一次試験合格証明書｣の発行（発行手数料1,000円程度）
を依頼すること。 
※上記のいずれの場合も，コピーではなく，原本を提出すること。 

そ の 他 
現に，日本国内に在住する外国人は，市区町村長が発行する｢住民票の写し
（国籍，在留資格，在留期間が記載されたもの）｣又は「在留カードの写し｣
を提出すること。 

(3) 出願に関する注意事項 
① 出願書類の不備なものは受け付けない。
② 提出した出願書類に虚偽の記載があった場合は，入学後であっても入学を取り消すこと
がある。

③ 願書提出後の記載事項の変更は認めない。
④ 受理した出願書類及び検定料は，いかなる理由があっても返還しない。

3．選抜の方法 
入学者の選抜は，調査書，推薦書または業績調書，英語の資格，小論文及び面接の結果を総合

して行う。

選抜日時
日 時 試験科目 時 間 場 所 

平成26年11月15日(土) 
小論文  10:00～11:30 木更津工業高等専門学校 面 接   11:40～ 

4．合格発表 
平成 26年 11月 19日(水)  12:00（正午） 
本校に掲示するとともに，受験者には合否を通知する。
（電話等による合否の問い合わせには一切応じない。

5．入学確約書の提出 
合格通知を受けた者は，平成 26年 12月 3日(水)までに「入学確約書」を提出すること。
入学確約書を提出しなかった者は，本校への入学の意思がないものとして取り扱う。

6．入学手続 
入学手続きの詳細については合格者に別に通知する。
所定の日時内に入学手続きを完了しない場合は，入学辞退者として取り扱う。
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専 攻 科 入 学 案 内 
 

専攻科の設置 
 平成 13年 4月 

 

専攻科の目的 
 本校専攻科は，５年間の高等専門学校における教育の基盤の上に立ち，より深く高度な専門知
識及び技術を教授し，もって広く地域社会並びに産業界で活躍できる実践的かつ創造的な技術者
の育成を目的とします。 

 

専攻及び入学定員 
機械・電子システム工学専攻 8名 
制御・情報システム工学専攻 8名 
環境建設工学専攻   4名 

 

修業年限及び修了要件 
(1) 修業年限 2年 
(2) 修了要件 62単位以上修得 

 

専攻科の教育目標及び各専攻の教育方針 
 本校専攻科は，高専準学士課程の５か年一貫教育という特徴を活かしながら，さらに２年間の
教育により，幅広い知識と高度な専門技術を伝授することにより，研究・技術開発能力を備えた
先端技術に対応できる実践的専門技術者の養成を目的とします。 
 教育目標は，①高度情報化社会に柔軟に対応できる技術者の育成，②ものづくりを基本とする
研究開発型技術者の育成，③グローバル化に対応できる技術者の育成です。 
 
機械・電子システム工学専攻 
 機械工学と電気電子工学のそれぞれの分野に高い技術力と，双方の専門分野を融合した柔軟性
のある研究・技術開発能力を兼ね備えた先端技術に対応できる実践的専門技術者の育成を目指す。 

 
制御・情報システム工学専攻 
 情報処理技術を基礎として，意思決定技術，ソフトウェア技術，通信技術，制御技術やメカト
ロニクス技術に係わる教育を行い，創造的，実践的な制御システムに対応できる実践的専門技術
者の育成を目指す。 

 
環境建設工学専攻 
 社会的に深刻化している環境や都市などの高度で広域化した問題に柔軟に対応できる思考力
と創造力を併せ持つ技術者の育成と，これらの問題に対応する研究開発ができる実践的専門技術
者の育成を目指す。 
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専攻科の教育課程及び修了に必要な単位 

 教育課程は，一般科目，専門共通科目，専門専攻科目で構成されており，授業科目，学年別配
当単位数は p.13～p.15を参照してください。 
 専攻科を修了するためには次の区分による単位を修得しなければなりません。 

科目 
専攻 一般科目 専門科目 合計 専門共通科目 専門専攻科目 
機械・電子システム工学専攻 8単位 22単位以上 32単位以上 62単位以上 
制御・情報システム工学専攻 8単位 22単位以上 32単位以上 62単位以上 
環 境 工 学 専 攻 8単位 22単位以上 32単位以上 62単位以上 
 なお，本校の準学士課程第４学年・第５学年と専攻科の 2年間をあわせた教育課程は 4年間一
貫の「生産システム工学」教育プログラムでもあります。（p.16参照） 

学士の学位取得 
 本校の専攻科を修了し，一定の条件を満たした者については，大学評価・学位授与機構の行う
審査を受けて，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められた場合に，学士（工学）の
学位を取得できます。 

入学時に必要な経費（予定） 
費 用 金 額 備 考 

入学料 84,600円 入学手続き時に納入 
授業料（現行） 117,300円 前期分（年額 234,600円） 

その他経費 
15,000円 後援会入会金（本校準学士からの連続入学者は免除） 
18,000円 後援会費 

入学料・授業料の免除 
入学料の免除 
 入学前１年以内において，入学する者の学資を主として負担している者が死亡する，風水害等
の災害を受けた場合など，その他やむを得ない理由により入学料の納付が著しく困難であると認
められた場合には，本人の申請に基づき，選考の上，入学料の全額又は半額が免除される制度が
あります。 
授業料の免除 
 経済的理由により授業料の納付が困難であり，かつ学業優秀と認められる者，または風水害等
の災害を受け，納付が困難と認められる者には，本人の申請に基づき，選考の上，授業料の全額
又は半額が免除される制度があります。 

入学料・授業料の徴収猶予 
 徴収猶予については，上記免除対象者の条件を満たす外，下記の特別な事情を有する場合には
申請者の成績及び家計の状態により徴収猶予の対象とすることがあります。 
 詳しくは，学生課学生係にお問い合わせください。（TEL 0438-30-4039） 

(1) 長期療養者がいる世帯 
(2) 身体障害者がいる世帯 
(3) 母子家庭 
(4) 生活保護世帯 
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奨学金制度 
 日本学生支援機構の規定に基づき，学業・人物ともに優れ，かつ健康であって学費の支弁が困
難と認められる者に対し，本人の申請に基づき，選考の上，日本学生支援機構から奨学金が貸与
される制度があります。 

その他 
 その他詳細については，下記にお問い合わせください。 

 
【問い合わせ先】 

〒292-0041 千葉県木更津市清見台東 2-11-1 
木更津工業高等専門学校 学生課教務係 
TEL  0438-30-4040 
FAX  0438-98-5403 
メール nyushi@a.kisarazu.ac.jp 
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専 攻 科 課 程 
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制御・情報システム工学専攻 
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環境建設工学専攻  
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「生産システム工学」教育プログラム 
 
 本教育プログラムは，準学士課程 4年次から専攻科 2年次までの 4年間一貫の教育プログラムで
あり，最も得意とする専門分野の知識と能力を身につけて，さらに異なる技術分野を理解し，両分
野の知識を複合させる能力を身につけ，そして国際化に対応できる技術者教育を目的としています。 
 この教育プログラムは，平成 18年 5月 8日に日本技術者教育認定機構(JABEE)より認定されまし
た。JABEE認定された教育プログラムの修了生は，技術士第 1次試験が免除され技術士補となる資
格が得られます。その後，技術士を補助した期間が 4年以上になると，技術士第 2次試験を受ける
ことができます。 

詳しくは http://www.kisarazu.ac.jp/hyouka/jabee/ を参照してください。 

「生産システム工学」教育プログラムの養成すべき技術者像 
 自主自立の精神と国際的視野を持ち，以下の知識及び能力と実践力を備え，他者と共同して社会
に貢献できる開発研究型の技術者 

(1) 複合領域の知識を結び付ける研究・開発能力 
(2) 国際化や高度情報化に柔軟に対応できる基礎能力 
(3) 技術者としての社会的責任と倫理の自覚 

4つの学習･教育目標 
（Ａ）人間形成 
 健康な身体と精神を培い，社会に貢献する優れた人間として，幅広い教養をもとに，技術者と
しての責任を自覚し，その使命を実行しうる技術者 
（A-1）豊かな人間性と健康や身体を培う。 
（A-2）技術が自然や社会に及ぼす影響・効果を理解し，技術者としての責任を自覚する。 
 
（Ｂ）科学技術の修得と応用 
 自らの専門とする科学技術についてその基礎となる理論および原理を十分に理解し，境界領域
にもすすんで活躍しうる技術者 
（B-1）数学および自然科学の基礎知識とそれらを用いた論理的思考能力を身につける。 
（B-2）最も得意とする専門分野の知識と能力を身につける。 
（B-3）異なる技術分野を理解し，得意とする専門分野の知識と複合する能力を身につける。 
（B-4）実験・実習を通して実践的技術を身につける。 
 
（Ｃ）コミュニケーション能力 
 国際化および高度情報化社会に柔軟に対応し，自らの考えを状況に応じて的確に表現しうる技
術者 
（C-1）日本語の記述能力を身につける。 
（C-2）情報技術を使いこなし，日本語による発表・討論ができる能力を身につける。 
（C-3）国際的に通用するコミュニケーション基礎能力を身につける。 

 
（Ｄ）創造力（デザイン能力） 
 自ら工夫して新しいものを造り出す研究開発型の技術者 
 卒業研究や専攻科特別研究などを通して，次の能力を身につける。 
（D-1）問題解決のために修得した専門知識を応用できること。 
（D-2）創意工夫し問題解決のための計画の立案･実行，得られた結果の考察および整理ができる 

こと。 


